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４. 固定資産の取得価額、減価償却累計額および当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

５. 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

目的達成による指定解除額

最優秀論文賞特定預金取崩額

６. その他

ファイナンス・リース取引関係

所有権移転外ファイナンス・リース取引の内訳

日本専門医機構専門医制度に対応した研修
施設情報登録プログラム一式

資産の内容

取 得 価 額 減価償却累計額 当 期 末 残 高

内 訳 金 額

器 具 備 品

合 計

ソ フ ト ウ エ ア

資産の種類

ソフトウエア

経常収益への振替額

合 計

科 目

建 物
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日本眼科学会診療ガイドライン委員会規程

 （目的）
第 1 条　 日本眼科学会診療ガイドライン委員会（以下，本委員会という．）は，診療ガイドラ

イン等の公表前審査を実施し，眼科における標準治療の推進を目的とする．
 （審議事項）
第 2 条　本委員会は，理事長から諮問のあった次の事項について審議する．
　 1 ） 日本眼科学会関連学会で承認された未公表の診療ガイドライン，診療ガイダンス，診

療の手引き等．
　 2 ） その他必要と認めた診療ガイドライン等．
 （組織）
第 3 条　本委員会は，委員長，副委員長，および 8 名～12 名の委員によって構成される．
　 2． 委員長は，戦略企画会議委員から理事長によって任命され，会務を総括する．副委員

長は委員の互選によって定める．
　 3． 委員は，委員長が下記の分野から各 2 名以内を理事長に推薦し，委員長と理事長の協

議の上決定する．委員長は，委員の人選について日本眼科学会関連学会に意見を聞く
ことができる．

　　　 ⅰ）前眼部・感染症，ⅱ）白内障・近視・屈折矯正手術，ⅲ）ぶどう膜・眼炎症，
ⅳ）網膜硝子体，ⅴ）緑内障，ⅵ）外眼部・眼窩・眼腫瘍，ⅶ）小児眼科・弱視斜
視・神経眼科，ⅷ）疫学・公衆衛生学

　 4．委員の任期は 2 年とする．但し再任は妨げないが，連続 2 期を超えないものとする．
　 5． 本委員会は，必要に応じて委員以外の専門家の参加を求め，その意見を参考にするこ

とができる．
 （運営）
第 4 条　本委員会は，持ち回り審議によって，診療ガイドラインの審査を行うことができる．
　 2．委員長は，必要と認めた場合，会議を招集しその議長となる．
　 3．本委員会は，委員の過半数が出席しなければ会議を開催できないものとする．
 （改正）
第 5 条　本規程は，理事会および評議員会の決議を経て改正することができる．

 〔附　則〕
　 1．本規程は令和 4 年 4 月 13 日から施行する．
　 2．本規程制定後の最初の委員の半数は 1 期のみとする．


